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学校におけるいじめ対策

阿部伸 一

氏( N P O 地域情報モラルネットワ ー ク副理事長)

思いやりの心を育む家庭のあり方

深澤ひろ美氏( N P O 地域情報モラル ネットワ ー ク正金鼻)
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プロ フ ィ ー ル & 概要

コ ー ディネ ー タ

小島正美 N P O 地域情報モ ラ ル ネ ッ トワ
ー

ク理事長

岐阜県土岐市生まれ ｡ 宮城県石巻高等学校卒､ 東北大学工業教員養成所電気工学科

卒｡ 東北工業大学で主に コ ン ピ ュ ー タ科目
､ 情報教育科目を担当｡ 現在は東北工業

大学名誉教授｡ 博士 ( 工学) ､
日本 コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン学会正金貞｡ 共著 r【第2

版] 情報社会の デジタル メディ ア とリテ ラシ
ー ー 情報倫理 を学ぶ -

｣ ム イ ス リ出

版 2 0 1 5 ｡

シ･ンポジウム概要

当N P O 団体で開催 しま した第 8 回情報教育シ ン ポジウム ′(平成 2 5 年 1 1 月 2 3 日) にお い て ､ 情報社

会にお ける
"

い じめ
"

問題につ い て ､ デ ス カ ッ シ ョ ン しま した ｡ 平成 2 5 年は文部科学省か ら ｢ヤ､ じめ防
止対策推進法｣ が公布され ､

4 年過ぎま した｡ 現在にお い ても ､

"

い じめ
''

問題は解決されて い ない 状態
です｡ そ こで ､ もう

一 度 ､
こ の 間膚に つ いて 話し合 っ てみ ようとい うことで企画しま した ｡ 今回は､ 1 部

で は教育経験の長い ､ 阿部伸 一 氏 に
､

"

い じめ
"

の認識の移り変わりに つ い て講演して いただき ､
深沢 ひ

ろ美氏 には保護者と い う立場か ら､ 家庭で の重要な役割につ い て請演 して い ただきます｡ 2 部で は ､ 集
ま っ て い ただ いた皆様 で ､

地域､ 学校 ､ 家庭 のそれぞれ の立場にお いて ､

`

い じめ
"

に対 して はどの よう

に対応 して い けばよい かを話 し合 っ て みた い と思 っ て い ます｡

講
.
嘩

阿諦伸 一 N P O 地域情報 モ ラ ル ネ ッ トワ ー ク副理事長

石巻市生まれ､ 宮城県石巻高等学校卒 ､ 東北学院大学経済学部卒､ 玉川大学通信教

育部修了､ 元小学校教師 ( 諌師約2 年､ 教諭2 1 年､ 教頭 ･ 校長1 5 年) 退職校長会常

任理事､ 民生委員児童委員､ 嘱託社数主事研究協議会O B 会夜間等

概要 r 学校にお けるい じめ対策｣

私 の小学校教師と して の経験を振り返りなが ら､ い じめに対する認識の移り変わりを考えてみ ます｡ ま

た
､

｢ い じめ防止対策推進法｣ 公布後の い じめの 定義を上げ､ 最近 の い じめ対策､ さらに い じめに よる重

大な事故を防ぐ手だて と して家庭 ･ 学校 ･

地域で どの ような こ とが必要な の か ､ 出席者 の 皆さんと共に考

えてみた い と思 い ます｡

講 師

深澤 ひろ美 N P O 地域情報モ ラ ル ネ ッ トワ ー ク正 会員

宮城県第
一

女子高等学校卒､ 東北薬科大学卒 現在 ､ 薬局 ･ 市場関係 の会社 3 社の

取締役 ､ チ ベ ッ ト交流ネッ トワ ー

ク仙台代表 ､ 薬剤師

概要 ｢ 思 いや りの 心を育む家庭の あり方｣

文部科学省は､ 小学校では平成3 0 年度 ､ 中学校で は平成3 1 年度 から道徳の 時間

を ｢ 特別 の教科 道徳｣ (道徳科) に 変更 し ､
より力を入れて い くと して い ます｡ 道徳科の授業では ､

い

じ め の 問題 へ の対応や我が国の伝統と文化 ､ 情報モ ラ ル に 関する内容な どの 充実を図ると い う特徴があり

ます｡ 文部科学省の い じめ の定義で は児童生徒を対象に して いますが､ 幼児期に は ｢ い じめ｣ はな い の で

し ょ うか ? 幼児が成長 し､ 小学生 ､
中学生に な っ て も い じめ を しな い ､ 観衆や傍観者にな らない ために は

幼児期 からよりよ い人間関係を作り ､ 相手 へ の 思 い やりの 心を成長 させる必 要があります｡ それ には家

庭が重要な役割を担 っ て い る こ とを考えて 問題解放 に取り組 ん で みた い と思 い ます｡




